
令
和
三
年

師
走

Ｎ Ｏ １ ５ ４

～
令
和
三
年
惜
し
み
逝
く
年
～

独
座
観
念

瑞
峯
院
様
の
方
丈
は
室
町
時
代
の
禅
宗
方
丈
建

築
の
遺
構
を
と
ど
め
て
お
り
、
重
要
文
化
財
の
指

定
を
う
け
て
お
り
ま
す
。

独
座
庭
の
枯
山
水
は
蓬
莱
山
の
山
岳
と
大
海
に

寄
せ
る
厳
し
い
荒
波
を
表
し
て
お
り
、
反
対
側
の

閑
眠
庭
の
静
か
な
入
り
海
へ
と
続
き
ま
す
。

御
茶
席
に
入
る
前
の
し
ば
し
を
枯
山
水
に
向
き

合
っ
て
独
座
し
て
沈
思
黙
考
、
心
は
世
俗
の
結
界

を
越
え
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な
場
を
賜
っ
て
の
喜
寿
の

お
招
き
ご
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
巡
り
合
わ
せ

の

縁

と
は
申
し
ま
す
も
の
の
、
余
り
に
も
も
っ

え
に
し

た
い
な
く
畏
れ
多
い
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

分
に
過
ぎ
た
こ
と
と
重
々
承
知
の
上
で
の
瑞
峯

院
餘
慶
庵
に
て
、
実
壷
で
の
口
切
り
茶
事
に
十
五

名
様
の
べ
五
日
間
、
七
十
五
名
様
を
お
招
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
無
事
恙
な
く
勤
め
終

え
ま
し
た
こ
と
、
偏
に
神
仏
の
御
加
護
、
お
恵
み

あ
っ
て
の
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
り
な
が
ら
、
そ
の
陰
の
働
き
と
し
て
、
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
の
支
え
な
く
し
て
は
、
一
つ
と
し
て
調

わ
な
い
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
金
自
蹊
庵
で
の
口
切
り
、
夜
咄
、
京
都
八
瀬

の
夜
咄
を
含
め
ま
す
と
、
延
べ
百
八
十
名
の
皆
様

に
御
参
席
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
誠
に
身
に

余
る
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
御
協
力
の
下
支
え
あ
っ
て
の

こ
と
と
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
喜
寿
の
お
招
き
ご
と
、
し
み
じ
み
思

い
ま
し
た
こ
と
は
、
自
分
の
力
な
ど
微
々
た
る
も

の
、
お
人
の
力
の
す
ご
さ
、
真
心
と
偉
大
さ
に
終

日

頭

を
垂
る
る
ば
か
り
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
う
べ

誠
に
お
一
人
お
一
人
の
真
剣
な
眼
差
に
突
き
動

か
さ
れ
、
力
を
注
ぐ
側
の
私
が
、
力
を
戴
く
ば
か

り
の
幸
せ
に
満
ち
た
一
会
一
会
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

気
の
利
い
た
道
具
の
一
つ
も
持
ち
合
わ
せ
乏
し

い
私
が
、
茶
事
に
て
多
く
の
皆
様
を
お
招
き
す
る

と
い
う
乱
暴
さ
も
稀
有
す
る

暇

も
な
き
ほ
ど
、

い
と
ま

次
か
ら
次
へ
と
鶴
が
舞
い
降
り
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
折
、
各
服
点
の
御
濃
茶
十
五
名
様
に
陰

点
も
な
く
お
一
人
お
一
人
心
を
込
め
、
感
謝
の
一

服
を
点
て
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

も
、
お
道
具
を
惜
し
み
な
く
御
提
供
く
だ
さ
っ
た

皆
様
、
そ
し
て
席
中
で
は
一
盌
一
盌
を
愛
で
て
、

心
か
ら
楽
し
ん
で
く
だ
さ
り
、
席
中
を
盛
り
上
げ

て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
、
皆
々
様
の
心
優
し
さ
に

助
け
ら
れ
て
の
一
日
一
日
の
饗
応
に
ご
ざ
い
ま
し

た
。沢

山
の
真
心
に
支
え
ら
れ
て
、
し
み
じ
み
思
い

ま
す
こ
と
は
、
お
人
の
力
、
一
人
一
人
の
力
の
結

集
は
何
と
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
す
こ
と
に
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
。

お
人
以
上
に
大
切
な
も
の
は
な
く
、
お
人
が
最

高
の
宝
で
あ
る
こ
と
を
骨
身
に
染
み
て
実
感
し
た

こ
の
度
の
一
席
一
席
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
茶
事
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
が
心
を

修
め
る
術
で
あ
る
こ
と
、
多
く
の
先
人
達
が
一
服



の
茶
へ
の
熱
い
思
い
の
足
跡
を
残
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
、
一
期
と
い
う
言
葉
の
重
み
、
一
会
と
い

う
言
葉
の
深
き
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。八

十
路
に
も
う
す
ぐ
届
く
わ
が
身
な
れ
ば
お
客

様
も
同
年
前
後
の
方
々
も
多
く
、
独
座
庭
に
て
、

茶
室
の
点
検
後
に
独
り
座
し
、
今
日
の
一
会
の
ふ

た
た
び
返
ら
ざ
る
こ
と
に
心
を
寄
せ
、
ま
さ
に
独

座
観
念
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
つ
つ
、
一
期
一
会

の
言
葉
の
切
実
さ
と
背
中
合
わ
せ
の
一
席
の
重
み

に
感
じ
入
っ
た
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
か
ら
、
日
本
列
島

縦
断
、
横
断
と
誠
に
津
々
浦
々
よ
り
の
御
来
席
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
、
た
だ
た
だ
か
た
じ
け
な
く
、

涙
落
つ
る
十
六
日
間
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
残
り
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
海
外
の
皆

様
と
一
会
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
ご
ざ
い
ま

す
が
、
一
日
も
早
い
終
息
を
お
祈
り
し
つ
つ
筆
を

止
め
置
き
ま
す
。

多
謝

令
和
三
年
師
走
十
五
日

鶴
の
茶
寮

亭
主

半

澤

鶴

子

追
伸

東
金
に
戻
り
ま
し
た
ら
、
多
く
の
皆
様
か

ら
丁
寧
な
礼
状
が
沢
山
届
い
て
お
り
ま
し
た
。

多
く
の
真
心
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
々
様

良
い
お
年
を
！

令
和
四
年
度
教
室
予
定

京
都
教
室

京
都
教
室
大
徳
寺
瑞
峯
院
餘
慶
庵
で
の
茶
事

は
偶
数
月
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

奇
数
月
は
八
瀬
の
ま
な
び
や
（
貴
素
の
会
）

で
す
。

大
徳
寺
瑞
峯
院
餘
慶
庵

暁
の
茶
事
（
如
月
）

二
月
六
日
（
日
）
正
午
茶
事
に
て
暁
の
再
現

席
入

午
前
十
一
時
半

二
月
七
日
（
月
）
～
八
日
（
火
）

席
入

午
前
五
時

観
櫻
の
茶
事
（
卯
月
）

四
月
三
日
（
日
）
～
五
日
（
火
）

席
入

午
前
十
一
時
半

夕
ざ
り
の
茶
事
（
水
無
月
）

六
月
五
日
（
日
）
～
七
日
（
火
）

席
入

午
後
五
時

朝
茶
事
（
葉
月
）

七
月
三
十
一
日
（
日
）
～
八
月
二
日
（
火
）

席
入

午
前
六
時

名
残
り
の
茶
事
（
神
無
月
）

十
月
二
日
（
日
）
～
四
日
（
火
）

席
入

午
前
十
一
時
半

夜
咄
（
師
走
）

十
二
月
四
日
（
日
）
～
五
日
（
月
）

席
入

午
後
五
時

※
夜
咄
は
日
曜
、
月
曜
の
二
日
間
と
し
ま
す
。

八
瀬
の
ま
な
び
や
（
茶
事
・
貴
素
の
会
）

初
釜
（
睦
月
）

一
月
八
日
（
土
）
～
九
日
（
日
）



貴
素
の
会
（
大
皿
盛
り
）

一
月
十
日
（
月
）
～
十
一
日
（
火
）

雛
の
節
句
茶
事
（
弥
生
）

三
月
五
日
（
土
）
～
六
日
（
日
）

貴
素
の
会
（
雛
の
点
心
）

三
月
七
日
（
月
）
～
八
日
（
火
）

初
風
炉
（
皐
月
）

四
月
三
十
日
（
土
）
～
五
月
一
日
（
日
）

貴
素
の
会
（
端
午
の
点
心
）

五
月
二
日
（
月
）
～
三
日
（
火
）

七
夕
の
茶
事
（
文
月
）

七
月
二
日
（
土
）
～
三
日
（
日
）

貴
素
の
会
（
七
夕
の
点
心
）

七
月
四
日
（
月
）
～
五
日
（
火
）

重
陽
の
茶
事
（
長
月
）

九
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
）

貴
素
の
会
（
重
陽
点
心
）

九
月
五
日
（
月
）
～
六
日
（
火
）

口
切
り
茶
事
（
霜
月
）

十
一
月
五
日
（
土
）
～
六
日
（
日
）

貴
素
の
会
（
口
切
り
の
点
心
）

十
一
月
七
日
（
月
）
～
八
日
（
火
）

東
金
教
室

初
釜
（
睦
月
）

一
月
十
五
日
（
土
）
準
備

一
月
十
六
日
（
日
）
～
十
八
日
（
火
）

席
入

正
午

※
一
月
は
年
始
の
た
め
、
第
三
週
と
な
り
ま
す
。

暁
の
茶
事
（
如
月
）

二
月
十
二
日
（
土
）
準
備

二
月
十
三
日
（
日
）
正
午
席
入
で
暁
再
現

二
月
十
四
日
（
月
）
～
十
五
日
（
火
）

席
入

午
前
五
時

雛
の
節
句
茶
事
（
弥
生
）

三
月
十
二
日
（
土
）
準
備

三
月
十
三
日
（
日
）
～
十
五
日
（
火
）

席
入

正
午

観
櫻
茶
事
（
卯
月
）

四
月
九
日
（
土
）
準
備

四
月
十
日
（
日
）
～
十
二
日
（
火
）

席
入

正
午

端
午
の
茶
事
（
皐
月
）

五
月
七
日
（
土
）
準
備

五
月
八
日
（
日
）
～
十
日
（
日
）

席
入

正
午

夕
ざ
り
の
茶
事
（
水
無
月
）

六
月
十
一
日
（
土
）
準
備

六
月
十
二
日
（
日
）
～
十
四
日
（
火
）

席
入

午
後
五
時

朝
茶
事
（
文
月
）

七
月
九
日
（
土
）
準
備

七
月
十
日
（
日
）
～
十
二
日
（
火
）

席
入

午
前
六
時

八
月
は
全
教
室
お
休
み
で
す
。

重
陽
の
茶
事
（
長
月
）

九
月
十
日
（
土
）
準
備

九
月
十
一
日
（
日
）
～
十
三
日
（
火
）

席
入

正
午



名
残
の
茶
事
（
神
無
月
）

十
月
八
日
（
土
）
準
備

十
月
九
日
（
日
）
～
十
一
日
（
火
）

席
入

正
午

口
切
り
の
茶
事
（
霜
月
）

十
一
月
十
二
日
（
土
）
準
備

十
一
月
十
三
日
（
日
）
～
十
四
日
（
月
）

席
入

正
午

夜
咄
の
茶
事
（
霜
月
）

十
二
月
十
日
（
土
）
準
備

十
二
月
十
一
日
（
日
）
～
十
三
日
（
火
）

席
入

午
後
五
時

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

京
都
教
室
（
第
一
水
曜
日
又
は
第
二
水
曜
日
）

午
前
九
時
半
～
十
一
時
半

講
義･

再
現
料
理

午
後
一
時

会
食

午
後
二
時

抹
茶
一
服

一
月
十
二
日
、
二
月
九
日
、
三
月
九
日

四
月
六
日
、
五
月
四
日
、
六
月
八
日

七
月
六
日
、
八
月
三
日
、
九
月
七
日

十
月
五
日
、
十
一
月
九
日
、
十
二
月
七
日

湯
河
原
教
室
（
第
三
日
曜
日
と
そ
の
翌
日
）

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

初

日
・
旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

二
日
目
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

会
費

五
千
円
（
一
日
の
み
）

八
千
円
（
二
日
間
）

担
当
者

服
部
宏
子
様

(

０
９
０-

６
１
７
３-

０
２
４
３)

一
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日

二
月
二
十
日
・
二
十
一
日

三
月
二
十
日
・
二
十
一
日

四
月
十
七
日
・
十
八
日

五
月
十
五
日
・
十
六
日

六
月
十
九
日
・
二
十
日

七
月
十
七
日
・
十
八
日

九
月
十
八
日
・
十
九
日

十
月
十
六
日
・
十
七
日

十
一
月
二
十
日
・
二
十
一
日

十
二
月
十
八
日
・
十
九
日

柏
グ
ル
ー
プ
（
柏
の
葉
公
園
内
会
議
室
）

（
第
三
水
曜
日
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

担
当
者

高
橋
れ
い
子
様

（
０
９
０
ー
６
１
７
５
ー
１
２
２
８
）

一
月
十
九
日
、
二
月
十
六
日
、
三
月
十
六
日

四
月
二
十
日
、
五
月
十
八
日
、
六
月
十
五
日

七
月
二
十
日
、
九
月
二
十
一
日
、
十
月
十
九
日

十
一
月
十
六
日
、
十
二
月
二
十
一
日

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
（
第
三
木
曜
日
）

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

午
前
十
時
か
ら
正
午

講
義

正
午
～
午
後
一
時

再
現
料
理
、
抹
茶･

菓
子

会
費

五
千
円
（
昼
食
代
別
料
金
）

担
当
者

青
村
裕
子
様

（
０
９
０
ー
９
８
０
７
ー
３
４
０
２
）

一
月
二
十
日
、
二
月
十
七
日
、
三
月
十
七
日

四
月
二
十
一
日
、
五
月
十
九
日
、
六
月
十
六
日

七
月
二
十
一
日
、
九
月
十
五
日
、
十
月
二
十
日

十
一
月
十
七
日
、
十
二
月
十
五
日



○
△
□
の
喫
茶
店
（
第
四
土
曜
日
）

午
後
三
時
か
ら

会
費
：
五
千
円

(
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
セ
ッ
ト
付)

担
当
者

塩
浦
卓
介
様

（
０
８
０
ー
１
１
０
７
ー
３
４
２
８
）

一
月
二
十
二
日
、
二
月
二
十
六
日

三
月
二
十
六
日
、
四
月
二
十
三
日

五
月
二
十
八
日
、
六
月
二
十
五
日

七
月
二
十
三
日
、
九
月
二
十
四
日

十
月
二
十
二
日
、
十
一
月
二
十
六
日

十
二
月
二
十
四
日

目
黒
・
羅
漢
寺
（
第
三
土
曜
日
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

担
当
者

漆
原
か
ず
み
様

（
０
９
０
ー
４
８
２
１
ー
４
８
１
０
）

一
月
十
五
日
、
二
月
十
九
日
、
三
月
十
九
日

四
月
十
六
日
、
五
月
二
十
一
日
、
六
月
十
八
日

七
月
十
六
日
、
九
月
十
七
日
、
十
月
十
五
日

十
一
月
十
九
日
、
十
二
月
十
七
日

市
川
・
長
松
寺
（
第
四
水
曜
日
）

午
前
十
時
～
正
午

講
座
・
再
現
料
理

会
費
：
五
千
円

担
当
者

青
野
か
お
り
様

（
０
９
０
ー
１
４
３
６
ー
１
６
８
４
）

一
月
二
十
六
日
、
二
月
二
十
五
日

三
月
二
十
三
日
、
四
月
二
十
七
日

五
月
二
十
五
日
、
六
月
二
十
二
日

七
月
二
十
七
日
、
九
月
二
十
八
日

十
月
二
十
六
日
、
十
一
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
八
日

令
和
四
年
か
ら
の
新
教
室

千
葉
教
室
・
秀
明
茶
室
（
第
四
水
曜
日
）

午
後
三
時
～

講
座
の
み

会
費
：
三
千
円

担
当
者

道
前
一
剛
様

（
０
７
０
ー
４
４
５
２
ー
４
７
８
１
）

日
程
は
、
市
川
・
長
松
寺
と
同
じ

鎌
倉
教
室
・
鎌
倉
彫
会
館
（
第
四
日
曜
日
）

午
後
一
時
～

講
座

会
費
：
三
千
円

担
当
者

角
田
宗
弘
様

０
９
０
（
６
３
４
９
）
７
６
９
５

一
月
二
十
三
日
、
二
月
二
十
七
日

三
月
二
十
七
日
、
四
月
二
十
四
日

五
月
二
十
二
日
、
六
月
二
十
六
日

七
月
二
十
四
日
、
九
月
二
十
五
日

十
月
二
十
三
日
、
十
一
月
二
十
七
日

十
二
月
二
十
五
日


